
新聞を活用した教育事業

文章を読むことで育つ「読む力」、文章を活用して培われる「考える力」。
デジタル化が進む現代社会、改めて活字文化を考えてみませんか？

参加無料ですが、事前申し込みが必要です。講演会、出張講座では席数に限りがありますので、事前申し込みを受け付け聴講券を発行しま
す。（定員に達し次第申し込みを終了します）参加申し込みは下記まで

主催／福島民友新聞社
後援／福島県、福島県教育委員会、福島県市町村教育委員会連絡協議会、福島県小学校長会、福島県中学校長会、福島県高等学校長協会、福島県私立中学

高等学校協会、福島県PTA連合会

※本事業は、一般社団法人授業目的公衆送信補償金等管理協会（SARTRAS）の共通目的基金の助成を受け実施されています。

福島民友新聞社販売局内 「読む力、考える力」係  TEL.（024）523－1472（平日10時～17時）問い合わせ

参加申し込み

1993年神奈川県横浜市生まれ。慶應義塾大学院制作メディア研究科及び東京大学大
学院情報学環教育部卒。
時事YouTuberとして、政治や教育現場を中心に取材し、若者に社会問題を分かりやすく
伝える。18歳選挙権をきっかけに、株式会社笑下村塾を設立し、出張授業「笑える！政治
教育ショー」「笑って学ぶ SDGs」を全国の学校や企業、自治体に届ける。著書に『政治の
絵本』（弘文堂）『お笑い芸人と学ぶ13歳からのSDGs』（くもん出版）がある。
大学生時代に、フェリス女学院出身のお嬢様芸人としてデビューし、「エンタの神様」「ア
メトーーク！」「さんま御殿」などに出演、日本テレビ「ワラチャン!」優勝。さらに、「朝まで
生テレビ」「NHKスペシャル」などに出演し、若者へ政治意識の向上を訴える。

昭和34年生まれ。千葉県千葉市出身。東北大学加齢医学研究所  所長。東北大学スマート・エイジング学際重点研究センター  センター長。
昭和60年東北大学医学部卒業、平成元年東北大学大学院医学研究科修了、スウェーデン王国カロリンスカ研究所客員研究員、東北大学加齢医学研究所助手、同講師、東北大学未
来科学技術共同研究センター教授を経て平成18年より東北大学加齢医学研究所教授。平成26年より東北大学加齢医学研究所所長。平成29年より東北大学学際重点研究セン
ター長兼務。
主な受賞として、平成20年「情報通信月間」総務大臣表彰、平成21年度科学技術分野の文部科学大臣表彰「科学技術賞」、平成21年度井上春成賞。平成25年河北文化賞。査読付き
英文学術論文400編以上、著書に『スマホが学力を破壊する』（集英社新書）『さらば脳ブーム』（新潮新書）など、300冊以上を出版。

株式会社笑下村塾 代表取締役  たかまつ  なな 氏

東北大学加齢医学研究所  所長  川島  隆太 氏

「笑って学ぶSDGs」

〒960－8648 （住所不要）
福島民友新聞社内「読む力、考える力」事務局

ハガキでお申し込み
住所、氏名、電話番号を明記のうえ、下記まで郵送ください。

nie@minyu.jp

メールでお申し込み
住所、氏名、電話番号を明記のうえ、下記まで送信ください。

キョウワグループ・テルサホール（福島テルサ）
福島市上町4－25 TEL.（024）521－1500

場　所

2023年

2月23日木㊗日　時 開場13：00
閉場17：00

「脳を育み、脳を鍛え、脳を守る
　　～文字・活字の有用性、デジタルの危険性～」

講演会 13：30～14：30

出張講座 15：00～16：00
新聞活用コーナー●新聞からSDGsを学ぶ

新聞記事からSDGsをピックアップ!コーナーを訪れた人には、SDGsスクラップノートや付箋など活用グッズをプレゼント。（おひとり様1セットまで）
●新聞見出しがつけられるまで記事を一言で伝える新聞の見出し。そのつけ方や新聞記事の読み方などを紹介します。
●新聞読み比べ
同じ情報でも新聞記事では様々な伝え方があります。多様な表現を読み比べ、物事の本質を見つめましょう。

※開場時間内開設しています。

入場無料
定員：約500名


